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様
の
日
頃
の
学
生
支
援
の
へ
の

ご
理
解
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
、

こ
こ
に
改
め
て
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る

自
粛
や
社
会
生
活
の
変
容
に

よ
っ
て
経
済
は
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
、
全
国
で
約
８
万
人

が
解
雇
さ
れ
る
状
況
に
も
至
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の

８
万
人
の
影
に
、
そ
れ
に
倍
す

る
「
家
族
」
へ
の
影
響
が
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

親
の
環
境
は
即
、
子
ど
も
の
生

き
る
世
界
そ
の
も
の
で
も
あ
り

ま
す
。

「
火
は
実
に
あ
ら
ゆ
る
薪

（
ま
き
）
か
ら
生
じ
る
」
と
は
、

仏
教
の
開
祖
ブ
ッ
ダ
の
言
葉
で

す
。
こ
れ
は
「
ど
ん
な
種
類
の

薪
に
も
火
を
灯
す
こ
と
が
で
き

る
」
と
い
う
意
味
で
、　
「
ど
ん

な
人
に
も
可
能
性
が
あ
る
の

だ
」
と
教
え
て
い
ま
す
。

「
火
」
を
「
希
望
や
夢
」
と

い
う
言
葉
に
置
き
換
え
る
こ
と

も
で
き
る
で
し
ょ
う
。
ど
ん
な

２
０
２
０
年
度
沖
縄
大
学

卒
業
式
・
修
了
式
を
迎
え
ら
れ

た
卒
業
生
・
修
了
生
、
な
ら
び

に
御
父
母
の
皆
さ
ま
、
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
学

同
窓
会
を
代
表
し
、
一
言
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は

全
世
界
の
感
染
者
が
１
億
人
を

超
え
、
県
内
で
も
３
度
の
緊
急

事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
る
な
ど
、

国
内
外
を
襲
う
未
曾
有
の
大
災

害
と
な
っ
て
い
ま
す
。
沖
縄
大

学
で
も
リ
モ
ー
ト
講
義
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
特
に
就
職
活
動
に

励
ん
だ
卒
業
生
の
皆
様
や
新
入

生
に
と
っ
て
は
困
難
な
１
年

だ
っ
た
と
思
い
胸
を
痛
め
ま
し

た
。同

窓
会
で
は
新
型
コ
ロ
ナ

で
困
窮
す
る
後
輩
た
ち
の
た
め

に
１
５
０
万
円
を
拠
出
し
た
ほ

か
、
資
格
取
得
者
へ
の
祝
い
金

や
学
園
祭
の
補
助
、
部
活
動
の

派
遣
費
な
ど
今
年
度
も
数
々
の

支
援
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
も

大
学
を
卒
業
し
た
同
窓
生
の
皆

種
類
の
薪
に
も
、
希
望
や
夢
は

灯
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
。

皆
さ
ん
の
育
っ
て
き
た
環

境
は
私
に
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

大
学
の
授
業
料
を
親
が
出
し
て

く
れ
た
人
も
多
い
こ
と
で
し
ょ

う
。
皆
さ
ん
が
こ
の
４
年
間
で

支
払
っ
た
金
額
は
学
費
等
を
含

め
約
３
５
０
万
円
に
も
な
り
ま

す
。
皆
さ
ん
の
成
長
を
期
待
し

た
貴
重
な
お
金
で
す
。
ど
う
か

そ
の
恩
を
忘
れ
な
い
人
で
あ
っ

て
ほ
し
い
。

人
生
の
出
発
点
は
自
分
で

は
選
べ
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
人

生
は
自
分
が
変
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
だ
と
私
は
私
の
経
験
か

ら
強
く
信
じ
て
い
ま
す
。「
船

は
港
に
い
る
時
、
最
も
安
全
で

あ
る
が
、
そ
れ
は
船
が
造
ら
れ

た
目
的
で
は
な
い
」
と
は
私
の

大
好
き
な
言
葉
で
す
。
皆
さ
ん

は
一
艘
の
船
で
す
。

卒
業
し
社
会
に
飛
び
出
す

こ
と
は
、
皆
さ
ん
の
新
た
な
船

出
で
す
。
船
が
造
ら
れ
た
目
的

は
何
か
、
こ
れ
か
ら
の
航
海
を

楽
し
み
、
時
に
は
挫
折
し
、
傷

を
負
い
な
が
ら
も
自
分
と
向
き

合
い
、
沖
縄
大
学
で
過
ご
し
た

時
間
を
人
生
の
根
っ
こ
に
し
、

た
く
ま
し
く
目
的
地
へ
と
向
か

う
旅
で
あ
る
こ
と
を
、
大
学
の

先
輩
と
し
て
心
よ
り
念
願
し
、

エ
ー
ル
を
送
り
、
同
窓
会
長
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

卒業式であいさつする棚原会長 女性部会・青年部会による植樹

卒業生の皆さん 入学式 卒業生の皆さん

沖
縄
大
学
同
窓
会

　
会
　
長
　
棚　
原　
勝　
也

卒
業
式
・
修
了
式
あ
い
さ
つ
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か
し
、
こ
の
負
け
か
ら
チ
ー
ム

の
成
長
に
繋
が
り
優
勝
を
果
た

せ
ま
し
た
。
沖
縄
大
学
同
窓
会

に
は
い
つ
も
多
く
の
支
援
を
頂

き
、
チ
ー
ム
を
代
表
し
て
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
2
年
前
の

九
州
大
会
で
は
、
あ
と
一
歩
と

い
う
と
こ
ろ
で
負
け
て
い
る
の

を
ス
タ
ン
ド
で
見
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
九
州
大
会
で
完
全
優
勝

を
果
た
し
、
こ
の
一
年
間
ず
っ

と
掲
げ
て
き
た「
神
宮
初
出
場
」

と
い
う
最
終
目
標
を
達
成
し
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
、
県
予
選
か

ら
応
援
し
て
く
れ
た
方
々
に
感

謝
し
ま
す
。

沖
縄
大
学
同
窓
会
女
性
部

会
・
青
年
部
会
寄
贈
の
桜
の
植

樹
式
が
３
月
17
日
、
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
は
女
性
部
会
の
発
案

で
、「
キ
ャ
ン
パ
ス
に
桜
の
木

が
増
え
る
こ
と
で
春
の
イ
ベ
ン

ト
や
式
典
等
に
よ
り
花
を
添
え

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
」
と
贈
ら

れ
た
も
の
で
す
。
棚
原
同
窓
会

会
長
は
、「
女
性
ら
し
い
視
点

で
、
と
て
も
嬉
し
い
提
案
に
感

じ
ま
し
た
。
今
回
寄
贈
す
る
桜

の
木
に
よ
っ
て
、
学
生
た
ち
の

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
が
よ
り
豊

か
な
も
の
に
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
」
と
挨
拶
。

続
い
て
佐
喜
真
實
理
事
長

が
「
寄
贈
の
カ
ン
ヒ
ザ
ク
ラ
の

仲
間
入
り
は
と
て
も
嬉
し
く
、

花
が
シ
ー
ズ
ン
シ
ー
ズ
ン
に
咲

く
沖
縄
大
学
と
な
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

な
事
情
を
抱
え
る
家
庭
が
増
え

る
中
、
経
済
支
援
を
求
め
る
学

生
に
手
を
差
し
伸
べ
る
も
の
で

す
。沖

縄
大
学
硬
式
野
球
部
は
、

第
１
０
５
回
九
州
地
区
大
学
野

球
選
手
権
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

沖
縄
地
区
予
選
リ
ー
グ
戦
で
2

期
連
続
41
度
目
の
優
勝
を
飾
り
、

棚
原
勝
也
会
長
か
ら
、
大
城
貴

之
監
督
に
派
遣
費
贈
呈
が
行
わ

れ
た
。
5
月
24
～
26
日
に
全
国
大

会
出
場
を
か
け
鹿
児
島
県
で
行
わ

れ
る
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
決
勝
リ
ー
グ

に
沖
縄
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
。

島
袋
瑶
平
主
将
は
「
今
回
、

県
予
選
で
優
勝
し
ま
し
た
が
、

一
度
負
け
て
し
ま
い
、
チ
ー
ム

で
掲
げ
た
「
完
全
優
勝
」
と
い

う
目
標
達
成
が
出
来
な
か
っ
た

の
が
唯
一
の
心
残
り
で
す
。
し

授
与
さ
れ
た
の
は
楠
原
美
海
さ

ん
（
鹿
児
島
大
学
大
学
院
人
文

社
会
科
学
研
究
科
）
と
、
仲
松

夕
里
菜
さ
ん
（
琉
球
大
学
大
学

院
教
育
学
研
究
科
）。

授
与
式
に
は
大
学
側
か
ら

盛
口
学
長
は
じ
め
、
島
袋
学
生

部
長
、
奨
学
生
を
推
薦
し
た
黒

木
義
成
、
島
田
尚
徳
の
両
先
生

が
参
加
し
た
。

盛
口
学
長
は
、
同
窓
会
の

支
援
に
対
す
る
お
礼
を
述
べ
る

と
と
も
に
、
２
学
生
を
「
沖
縄

大
学
を
ひ
と
つ
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
（
足
場
）
に
し
て
、

さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
す
る
」

と
激
励
。

こ
れ
に
対
し
、
仲
松
夕
里

菜
さ
ん
が
代
表
し
て
、「
中
学

の
頃
か
ら
母
子
家
庭
で
経
済
的

に
は
厳
し
い
家
庭
だ
っ
た
が

『
お
金
が
原
因
で
あ
き
ら
め
た

く
な
い
』
と
、
高
校
、
大
学
ま

で
進
ま
せ
て
も
ら
っ
た
。
さ
ら

に
大
学
院
に
進
み
た
い
と
思
っ

た
と
き
、
最
初
に
母
の
顔
が
浮

か
ん
だ
。
そ
ん
な
と
き
に
同
窓

会
の
奨
学
金
制
度
が
あ
る
と

知
っ
た
。
今
回
の
給
付
で
入
学

で
き
る
安
心
が
得
ら
れ
た
こ
と

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
大
学
院

に
進
学
し
て
、
も
っ
と
成
長
し

て
沖
縄
大
学
に
恩
返
し
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」
と
感
謝

し
た
。

こ
の
奨
学
金
は
さ
ま
ざ
ま

合
格
者
は
そ
れ
ぞ
れ
「
難

し
い
試
験
だ
っ
た
」
と
振
り
返

り
次
の
目
標
へ
向
け
た
決
意
を

述
べ
、
う
ち
経
法
商
学
科
１
年

次
の
平
川
さ
く
ら
さ
ん
は
、「
宅

地
建
物
取
引
士
が
責
任
感
の
あ

る
仕
事
と
わ
か
っ
た
。
こ
れ
か

ら
の
学
生
生
活
で
は
難
し
い
資

格
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
自
分
の

価
値
を
高
め
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

同
窓
会
は
３
月
22
日
（
月
）、

２
０
２
０
年
度 

奨
学
生
証
書

授
与
式
を
開
催
し
、
こ
の
春
大

学
院
へ
の
進
学
を
決
め
た
２
人

に
奨
学
金
を
授
与
し
た
。
こ
れ

は
同
窓
会
が
沖
縄
大
学
を
支
援

す
る
も
の
で
給
付
型
の
も
の
。

同
窓
会
は
３
月
５
日
（
金
）、

在
学
生
に
対
す
る
「
資
格
取
得

支
援
事
業
」
と
し
て
、「
宅
地

建
物
取
引
士
資
格
試
験
」
の
合

格
者
５
人
に
対
し
、
表
彰
状
と

報
奨
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

式
に
は
棚
原
会
長
や
副
会

長
は
じ
め
、
盛
口
満
学
長
、
島

袋
隆
志
学
生
部
長
が
参
加
。
棚

原
会
長
は
「
５
人
の
合
格
者
が

沖
縄
大
学
と
い
う
キ
ャ
ン
パ
ス

で
様
々
な
人
と
出
会
い
、
触
発

を
受
け
る
な
か
で
難
関
の
試
験

に
挑
む
こ
と
を
決
意
し
、
合
格

さ
れ
た
の
だ
ろ
う
」
と
前
置
き

し
、「
こ
れ
か
ら
も
そ
の
出
会

い
に
感
謝
し
、
勝
ち
得
た
武
器

を
使
っ
て
、
新
た
な
挑
戦
に
挑

ん
で
下
さ
い
」
と
激
励
。

盛
口
学
長
は
「
支
え
る
も

の
と
し
て
の
大
き
な
存
在
と
し

て
、
い
ざ
と
い
う
時
に
こ
う
し

て
皆
さ
ん
を
励
ま
し
、
支
え
て

く
れ
る
同
窓
会
の
先
輩
た
ち
が

い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

合
格
者
は
、
平
川
さ
く
ら

（
経
法
商
学
科
１
年
次
）、
上
池

貴
也
（
経
法
商
学
科
３
年
次
）、

知
名
定
孝
（
経
法
商
学
科
３
年

次
）、
宮
城
幹
（
経
法
商
学
科

３
年
次
）、
加
藤
颯
（
経
法
商

学
科
４
年
次
）
さ
ん
。
加
藤
さ

ん
は
昨
年
度
に
行
政
書
士
試
験

に
も
合
格
し
て
い
る
。

女
性
部
会
・
青
年
部
会
が

女
性
部
会
・
青
年
部
会
が

桜
を
植
樹

桜
を
植
樹

宅宅  

建建  

表表  

彰彰

奨
学
生
証
書
授
与
式

奨
学
生
証
書
授
与
式

沖
縄
大
学
硬
式
野
球
部

沖
大
Ｖ
初
の
全
国
大
会
へ
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本
学
で
は
、
伝
統
的
な
校
章

に
加
え
て
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

活
用
で
き
る
新
た
な
ロ
ゴ
マ
ー

ク
の
検
討
を
進
め
、
２
０
２
０

年
6
月
10
日
の
創
立
記
念
日
に

皆
様
に
お
披
露
目
し
ま
し
た
。

新
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
イ
メ
ー
ジ

ソ
ー
ス
は
、
カ
ジ
マ
ヤ
ー
（
沖
縄

の
風
車
）
で
す
。
風
車
の
中
心
を

沖
縄
大
学
と
し
、6
枚
の
羽
根（
学

生
、
教
職
員
、
卒
業
生
、
地
域
の

皆
様
、
地
元
企
業
、
沖
縄
を
取
り

巻
く
あ
ら
ゆ
る
人
々
）
に
「
変
革

を
起
こ
す
風
」「
思
い
や
り
の
風
」

「
小
さ
く
と
も
優
し
い
風
」
な
ど

の
、
多
様
な
風
が
あ
た
る
こ
と
で
、

沖
縄
大
学
と
い
う
拠
点
か
ら
「
新

た
な
大
き
な
風
」
が
生
ま
れ
、
送

り
出
さ
れ
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

デ
ザ
イ
ン
カ
ラ
ー
は
、
沖

縄
の
水
の
循
環
（
森
に
雨
が

降
っ
て
川
と
な
り
、
川
か
ら
海

に
水
が
流
れ
、
海
水
が
蒸
発
し

て
雲
と
な
り
、
雲
が
雨
と
な
っ

て
森
に
恵
み
の
水
を
も
た
ら

す
）
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
、「
緑

か
ら
青
」
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
さ
ま
ざ

ま
な
色
合
い
は
多
様
性
を
表
現

し
て
い
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
カ
ラ
ー
は
、
沖

縄
の
水
の
循
環
（
森
に
雨
が

降
っ
て
川
と
な
り
、
川
か
ら
海

に
水
が
流
れ
、
海
水
が
蒸
発
し

て
雲
と
な
り
、
雲
が
雨
と
な
っ

て
森
に
恵
み
の
水
を
も
た
ら

す
）
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
、「
緑

か
ら
青
」
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
さ
ま
ざ

ま
な
色
合
い
は
多
様
性
を
表
現

し
て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
４
月
２
日
、

２
０
２
１
年
度
入
学
式
を
開
催

し
ま
し
た
。

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
で

中
止
と
な
っ
た
入
学
式
、
今
年

度
は
学
科
ご
と
に
会
場
を
分
散

し
て
メ
イ
ン
会
場
の
式
典
の

様
子
を
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
し
、

５
９
２
人
（
編
入
学
、
大
学
院

含
む
）
の
新
入
生
を
沖
縄
大
学

に
迎
え
ま
し
た
。

式
典
後
は
、
各
学
科
の
教

員
紹
介
等
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

５
日
か
ら
本
格
的
な
大
学

生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

ラ
イ
ブ
配
信
し
ま
し
た
。

各
学
科
ご
と
の
授
与
式
で
は

教
員
が
作
成
し
た
「
卒
業
お
め

で
と
う
映
像
」
の
上
映
や
、
学

生
制
作
の
思
い
出
の
ビ
デ
オ
の

上
映
、
学
科
独
自
の
表
彰
な
ど

が
行
わ
れ
、
恩
師
や
仲
間
と
の

最
後
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
３
月
11
日

（
木
）、
２
０
２
０
年
度 

沖
縄

大
学
卒
業
式
・
学
位
授
与
式
、

修
了
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
度
は
、
大
学

卒
業
生
３
７
６
名
、
大
学
院
修

了
生
３
名
、
合
計
３
７
９
名
が

新
た
な
門
出
を
迎
え
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
よ
り
、

学
科
ご
と
に
会
場
を
分
け
て
行

い
、
卒
業
生
・
修
了
生
、
本
学

の
関
係
者
の
み
の
参
列
と
し
、

式
典
の
模
様
は
学
内
会
場
に
は

沖
縄
大
学
経
営
企
画
室　

兼
島
徹

２
０
２
１
年
度

２
０
２
１
年
度

　
　
入
学
式
を
挙
行

　
　
入
学
式
を
挙
行

２
０
２
０
年
度

２
０
２
０
年
度

　
卒
業
式
・
修
了
式
を
挙
行

　
卒
業
式
・
修
了
式
を
挙
行

新
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
紹
介

2021年度・2022 年度同窓会役員・評議員・顧問・各支部長

役職名 氏名 卒業年 部・学科

1 会長 棚 原 勝 也 1990 年 1部経済学科

2 副会長 仲 村 昌 和 1986 年 2部法学科

3 副会長 稲 嶺 諭 1993 年 1部経済学科

4 副会長 末 吉 直 1993 年 2部経済学科

5 副会長 島 袋 格 1999 年 1部経済学科 新任

6 評議員 飯 田 明 美 2019 年 国際コミュニケーション学科 新任

7 評議員 海 野 高 志 2005 年 2部福祉文化学科

8 評議員 上 田 真 弓 1993 年 法経学部法学科 新任

9 評議員 大 城 明 1990 年 1部経済学科

10 評議員 小 川 勇 作 2010 年 1部国際コミュニケーション学科

11 評議員 親 川 盛 一 1967年 2部法学科

12 評議員 川 上 悠 2016 年 福祉文化学科 新任

13 評議員 喜 納 憲 利 1973 年 1部経済学科

14 評議員 金 城 正 秀 1987年 1部経済学科

15 評議員 具 志 堅 毅 1988 年 1部法学科

16 評議員 熊 谷 フ サ 子 2007年 大学院現代沖縄研究科

17 評議員 志 村 幸 司 1988 年 1部法学科

18 評議員 下 地 将 生 2004 年 1部福祉文化学科

19 評議員 平 良 裕 1992 年 1部法経学科

20 評議員 高 良 謙 隆 1972 年 1部経済学科

21 評議員 玉 城 祥 梧 2015 年 法経学科

22 評議員 鳥 越 一 枝 1991年 1部法学科

23 評議員 中 林 道 1994 年 1部法学科

24 評議員 浜 比 嘉 大 祐 2012 年 1部法経学科

25 評議員 比 嘉 康 太 2021年 国際コミュニケーション学科 新任

26 評議員 眞 榮 城 淳 二 1990 年 法経学科経済学コース 新任

27 評議員 前 田 貴 太 瑠 2016 年 福祉文化学科 新任

28 評議員 松 原 正 太 2004 年 2部福祉文化学科 新任

29 評議員 屋 嘉 部 孝 1991年 1部経済学科

30 評議員 山 崎 新 2005 年 1部法経学科 新任

31 評議員 山 城 智 二 1994 年 2部経済学科

32 評議員 吉 元 竜 一 1990 年 1部法経学科 新任

33 監事 大 城 達 司 1991年 1部法学科

34 監事 宮 国 利 公 1974 年 1部経済学科

35 事務局長 奥 間 邑 明 1976 年 2部経済学科

36 会計 楢 原 海 里 2011年 1部国際コミュニケーション学科

37 顧問 棚 原 勇 吉 1960 年 2部短大商経科

38 顧問 松 堂 厚 雄 1960 年 2部短大英文科

39 顧問 幸 地 正 博 1964 年 1部商学科

40 顧問 大 城 定 理 1964 年 1部商学科

41 顧問 崎 濱 盛 喜 1987年 2部法学科

42 顧問 許 田 英 子 1984 年 2部法学科

43 顧問 島 袋 正 治 1970 年 1部経済学科

44 顧問 金 城 正 弘 1970 年 1部経済学科

45 顧問 屋 比 久 里 美 1996 年 1部経済学科

46 顧問 友 利 浩 1971年 1部経済学科

47 顧問 金 城 正 美 1972 年 1部法学科

48 顧問 謝 花 美 佐 子 1995 年 2部法学科

49 顧問 玉 城 舞 瑳 子 1983 年 2部経済学科 新任

50 顧問 宮 城 恵 美 子 1992 年 2部経済学科 新任

※評議員氏名は 50 音順 ※顧問は就任順

支部長

1 関東支部 仲 宗 根 政 則 1990 年 2部経済学科

2 久米島支部 宇 江 城 久 人 1992 年 1部法学科

3 宮古支部 下 地 一 美 1982 年 1部法学科

4 八重山支部 鳩 間 真 英 1968 年 1部経済学科

5 台湾支部 陳  保 佑 1992 年 1部経済学科
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１
．
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催

２
．
同
窓
会
奨
学
金
の
交
付

　

在
学
生
・
卒
業
生
の
人

材
育
成
の
た
め
、
奨
学

金
を
給
付

３
．
同
窓
会
報
発
行
年
２
回

（
６
月
・
１
月
予
定
）

４
．
各
支
部
（
宮
古・八
重
山・

関
東
・
久
米
島
・
台
湾
）

活
動
支
援

５
．
部
会
へ
の
活
動
支
援

６
．
同
窓
会
創
立
60
周
年
記
念

事
業
積
立
継
続

７
．
在
学
生
へ
の
支
援
事
業

　

在
学
生
の
学
習
と
各
種

活
動
の
た
め
次
の
支
援

を
行
う

①
同
窓
生
子
息
・
子
女
（
あ

る
い
は
配
偶
者
）
へ
の

入
学
金
一
部
補
助

②
資
格
取
得
支
援
補
助

③
就
職
活
動
へ
の
補
助

④
サ
ー
ク
ル
県
外
派
遣
費

補
助

⑤
大
学
祭
運
営
補
助

⑥
卒
業
証
書
ホ
ル
ダ
ー
費

用
補
助

⑦
卒
業
パ
ー
テ
ィ
運
営
補
助

⑧
児
童
福
祉
特
別
奨
学
金

授
与

⑨
そ
の
他
支
援
活
動
補
助

１
．
役
員
会
開
催
（
５
回
）

２
．
評
議
員
会
開
催
（
３
回
）

３
．
監
査
・
定
期
総
会
・
懇
親

会

４
．
広
報
委
員
会
（
６
回
）

５
．
役
員
選
考
委
員
会

６
．
沖
縄
大
学
支
援
同
志
会
幹

事
会

７
．
沖
縄
大
学
支
援
同
志
会
家

賃
等
授
与

８
．
奨
学
金
授
与
式

９
．
在
学
生
へ
の
支
援

①
社
会
福
祉
士
・
精
神
保

健
福
祉
士
合
格
者
へ
祝

金
贈
呈　

②
宅
地
建
物
取
引
士
資
格

試
験
合
格
表
彰

③
同
窓
生
子
息
・
子
女
（
あ

る
い
は
配
偶
者
）
へ
の

入
学
金
一
部
補
助

④
沖
大
祭
へ
の
運
営
補
助

⑤
新
型
コ
ロ
ナ
同
窓
会
支

援
金
授
与

10
．
出
張
関
係

　

同
窓
会
支
部
総
会
（
宮

古
・
八
重
山
支
部
）

２
０
２
１
年
度

事
業
計
画

2021 年度一般会計予算書

2021 年 4 月 1 日～ 2022 年 3 月 31 日
収入の部 （単位：円）

項　　目 2021年度予算 A 2020 年度予算 B 増△減　A-B

１．会費 7,660,000 7,500,000 160,000

２．事業収入 1,000 1,000 0

３．雑収入 100 1,000 △ 900

当期収入合計 (7,661,100) (7,502,000) (159,100)

前年度繰越金 3,126,005 2,890,841 235,164

収入合計 10,787,105 10,392,841 394,264

支出の部 （単位：円）

項　　目 2021年度予算 A 2020 年度予算 B 増△減　A-B

１．事務費 1,436,000 1,466,000 △ 30,000

２．会議費 730,000 660,000 70,000

３．事業費 6,815,000 6,835,000 △ 20,000

　A　卒業生対象事業 (3,850,000) (2,800,000) (1,050,000)

　B　在学生対象事業 (2,915,000) (3,835,000) （△ 920,000)

　C　その他の事業 (50,000) (200,000) （△150,000)

４．大学への補助金 740,000 740,000 0

５．記念事業積立 500,000 500,000 0

６．雑費 100,000 100,000 0

７．予備費 316,105 91,841 374,264

支出合計 10,787,105 10,392,841 394,264

2020年度一般会計決算書

2020年 4月 1日～ 2021年 3月 31日
収入の部 （単位：円）

項　　目 予算額　A 決算額　B 増△減　B－A

１．会費 7,500,000 7,600,000 100,000

２．事業収入 1,000 0 △1,000

３．雑収入 1,000 2,279 1,279

当期収入合計 (7,502,000) (7,602,279) (100,279)

前年度繰越金 2,890,841 2,890,841 0

収入合計 10,392,841 10,493,120 100,279

支出の部 （単位：円）

予算額　A 決算額　B 増△減　B－A

１．事務費 1,466,000 638,604 △ 827,396

２．会議費 660,000 294,183 △ 365,817

３．事業費 6,710,000 5,194,328 △1,515,672

　A　卒業生対象事業 (2,800,000) (1,819,018) (980,982)

　B　在学生対象事業 (3,710,000) (3,360,000) (350,000)

　C　その他の事業 (200,000) (15,310) (184,690)

４．大学への補助金 740,000 740,000 0

５．児童福祉特別奨学金 125,000 0 △125,000

６． 記念事業積立 500,000 500,000 0

７．雑費 100,000 0 △100,000

８．予備費 91,841 0 △ 91,841

当期支出合計 10,392,841 7,367,115 △ 3,025,726

次年度繰越金 0 3,126,005

収入の部 （単位：円）

項　　目 決算額 備考

1．前年度繰越金 500,003 2019 年度開始

2．特別積立金 500,000 一般会計より

3．雑収入 5 利息

収入の合計 1,000,008

支出の部 （単位：円）

項　　目 決算額 備考

1．次年度繰越金 1,000,008

支出の合計 1,000,008

※２０２０年度決算書支出の部　5.児童福祉特別奨学金は 3.事業費に含まれる

2020 年度特別会計決算書
沖縄大学同窓会創立60周年記念事業積立金

2020 年 4月1日～2021年 3月31日

２
０
２
０
年
度

同
窓
会
事
業
活
動
報
告
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
影
響
で
、
残
念
な
が
ら

２
０
２
０
年
度
の
支
部
行
事
が

ほ
と
ん
ど
実
施
で
き
な
い
状
況

で
し
た
。

総
会
も
昨
年
度
同
様
に
書

面
決
議
で
実
施
し
、
タ
イ
ミ
ン

グ
を
見
な
が
ら
リ
ア
ル
で
の
支

部
活
動
の
再
開
を
目
指
し
ま
す
。

支
部
会
員
の
皆
さ
ん
と
は
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
メ
ー
ル
を
通
じ
て
接
点

を
切
ら
さ
な
い
よ
う
に
し
て
ま

い
り
ま
す
。
今
年
度
も
引
き
続

き
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。久

米
島
支
部
は
２
０
１
２

年
に
発
足
し
た
支
部
で
す
。　

歴
史
が
浅
い
こ
と
も
あ
り
他
支

部
に
比
べ
る
と
人
数
が
少
な
い

で
す
が
、
大
学
生
の
父
母
会
と

ほ
ぼ
同
世
代
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
近
所
の
お
じ
さ
ん
、
お
ば

さ
ん
的
な
存
在
な
の
で
大
学
に

つ
い
て
の
悩
み
ご
と
や
疑
問
に

思
っ
た
こ
と
な
ど
を
気
軽
に
相

談
で
き
ま
す
。

久
米
島
支
部
の
活
動
と
し

て
は
年
に
１
回
開
か
れ
る
大
学

主
催
の
父
母
懇
談
会
に
参
加

大
学
同
窓
会
宮
古
支
部
重
点
目
標

「
同
窓
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
拡
充
し
冠
奨
学
制
度
の
周
知

に
努
め
る
」

２
０
２
０
年
度
活
動
報
告

１
．
役
員
会
▽
６
月
10
日（
水
）

２
．
宮
古
支
部
総
会
並
び
に
懇

親
会
▽
６
月
14
日
（
日
）

※
そ
の
他
の
事
業
は
コ
ロ
ナ
禍

で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
活
動
紹
介

１
．
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

を
楽
し
ん
だ
後
、
定
期
総
会
を

袖
山
ガ
ー
デ
ン
に
て
５
月
頃
開

催
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
事
業

報
告
、
決
算
報
告
、
予
算
、
事

業
計
画
に
つ
い
て
の
審
議
で
す
。

２
０
２
１
年
度
活
動
紹
介

コ
ロ
ナ
の
終
息
が
な
か
な

か
み
え
な
い
日
々
が
続
い
て
い

ま
す
が
同
窓
会
会
員
の
皆
様
の

頑
張
り
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

私
た
ち
八
重
山
支
部
も
昨
年
度

は
活
動
が
何
度
も
遅
延
、
中
止

が
相
次
い
で
大
変
で
し
た
が
、

今
年
は
役
員
を
大
幅
に
交
代
し

昨
年
度
の
分
ま
で
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

支
部
発
足
の
１
９
９
９
年

以
来
連
絡
と
活
動
の
中
心
（
基

本
）
柱
と
し
て
い
る
グ
ラ
ウ
ン

し
、
父
母
会
と
交
流
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
総
会
や
忘
新
年
会

の
際
は
久
米
島
で
人
気
の
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
を
開
催
し
会
の
親
睦

を
は
か
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
生

に
は
卒
業
祝
い
と
し
て
久
米
島

紬
の
名
刺
入
れ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
、
新
入
生
に
は
お
祝
い
金
を

贈
呈
し
て
い
ま
す
。

21
年
度
事
業
計
画
（
案
）

６
月
・
定
期
総
会
・
懇
親
会

８
月
・
沖
縄
大
学
保
護
者
懇
談

会
、
父
母
交
流
会

12
月
・
役
員
会

１
月
・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
、

新
年
会

２
０
２
１
年
度
活
動
計
画
重
点
方
針

１
．
関
東
在
住
の
大
学
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
へ
関
東
支
部
の
認
知

度
向
上
（
同
窓
会
本
部
と

連
携
し
て
の
卒
業
生
と
の

接
点
づ
く
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

メ
ー
ル
等
で
の
連
絡
及
び

発
信
な
ど
）

２
．
支
部
行
事
の
開
催
を
通
じ

て
参
加
メ
ン
バ
ー
の
懇
親

を
深
め
る
と
共
に
、
新
規

参
加
メ
ン
バ
ー
の
拡
大

活
動
計
画

１
．
２
０
２
１
年
度
関
東
支
部

総
会
（
書
面
決
議
）

２
．
関
東
支
部
忘
年
会
又
は
新

年
会
（
状
況
を
見
な
が
ら

実
施
判
断
）

３
．
関
東
エ
リ
ア
で
就
活
す
る

大
学
３
年
生
と
大
学
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
と
の
交
流
会
（
実
施

の
場
合
）

２
０
２
１
年
度
役
員

支
部
長
・
仲
宗
根
政
則
（
留

任
）、
事
務
局
長
・
阿
波
根
昌

吾
（
留
任
）、
監
査
・
高
山
朝

宜
（
留
任
）、
顧
問
・
新
城
将

孝
（
留
任
）

３
月
・
沖
縄
大
学
卒
業
式

久
米
島
支
部
役
員

支
部
長
・
宇
江
城
久
人

副
支
部
長
・
吉
永
博
之

副
支
部
長
・
津
波
瞬

会
計
・
平
良
隆
平

事
務
局
長
・
大
城
学

２
．
役
員
会
は
必
要
に
応
じ
て

臨
時
で
す
。
３
．
沖
縄
大
学
同

窓
会
定
期
総
会
参
加
。
４
．
沖

縄
大
学
保
護
者
懇
談
会
に
参
加

し
て
学
長
、
教
授
、
後
援
会
の

方
々
と
交
流
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
５
．
冠
奨
学
金
の
依
頼
。

６
．
沖
縄
大
学
入
試
推
薦
枠
の

依
頼
。
７
．
忘
年
会
、
新
年
会

の
開
催
。
８
．
卒
業
式
、
入
学

式
へ
の
参
加
。
９
．
そ
の
他
沖

縄
大
学
関
連
行
事
に
関
す
る
協

力
。

支
部
役
員
紹
介

支
部
長
・
下
地
一
美
、
副

支
部
長
・
下
地
尚
登
、
副
支
部

長
・
藤
本
明
一
、
幹
事
・
喜
友

名
朝
則
、
事
務
局
・
下
地
信
広

ド
ゴ
ル
フ
で
親
睦
を
深
め
た
い

と
思
い
ま
す
。
以
下
、
活
動
の

計
画
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
５
月
28
日
（
金
）
第
１
回

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
・

２
０
２
１
年
度
定
期
総
会

▽
８
月
・
役
員
会

▽
９
月
・
沖
縄
大
学
保
護
者
会

（
後
援
会
）
懇
親
会

▽
９
月
・
第
２
回
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会

▽
12
月
・
第
３
回
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会

２
０
２
２
年

▽
２
月
・
第
４
回
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会

▽
３
月
・
役
員
会
、
会
計
監
査

支
部
長・
部
会
長
ご
挨
拶
及
び
活
動
計
画

支
部
長・
部
会
長
ご
挨
拶
及
び
活
動
計
画

関
東
支
部
長
　
仲
宗
根 

政
則

久
米
島
支
部
長
　
宇
江
城 

久
人

宮
古
支
部
長
　
下
地 

一
美

八
重
山
支
部
長
　
鳩
間 

真
英
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し
た
。
立
派
な
袴
が
完
成
し
て

嬉
し
い
で
す
」
と
感
想
を
話
し

ま
し
た
。

我
如
古
さ
ん
は
今
後
、
手

縫
い
で
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
作

成
し
た
い
と
意
欲
を
見
せ
、「
熊

谷
さ
ん
に
ま
た
指
導
い
た
だ
け

た
ら
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

も
業
況
が
厳
し
い
中
で
は
あ
り

ま
す
が
、
支
援
を
続
け
て
頂
い

て
い
る
法
人
会
員
、
そ
し
て
個

人
会
員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

２
０
２
１
年
度
も
離
島
出
身
学

生
へ
の
支
援
を
続
け
て
ま
い
り

ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
同
窓
会
の

皆
様
に
も
改
め
て
支
援
同
志
会

へ
の
お
力
添
え
を
お
願
い
し
て
、

活
動
報
告
並
び
に
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

に
つ
い
て
も
そ
の
機
会
を
提
供

で
き
る
よ
う
展
開
し
て
い
く
予

定
で
す
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
と
部
会
企
画
の
両
立
を

目
指
し
ま
す
。

２
０
１
８
年
度
同
窓
会
有

志
の
皆
さ
ん
に
よ
り
産
声
を
あ

げ
た
支
援
同
志
会
、
何
と
か
３

年
度
目
も
離
島
出
身
学
生
へ
の

支
援
を
行
な
え
ま
し
た
。

支
援
同
志
会
の
活
動
は
主

に
離
島
出
身
学
生
へ
の
家
賃
支

会
長　

新
垣 

淑
典

春
は
名
の
み
の
風
の
寒
さ
や

谷
の
鶯　

歌
は
思
え
ど　

時
に
あ
ら
ず
と

こ
え
も
た
て
ず

改
め
ま
し
て
同
窓
会
会
員

の
皆
様
、
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

２
０
２
０
年
度
は
皆
さ
ま
の
ご

協
力
で
有
意
義
に
活
動
で
き
ま

し
た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
活
動
の
中
で
、
参

青
年
部
会
は
50
歳
以
下

の
会
員
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡

充
や
同
窓
会
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
目
的
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
度
は
そ
の
趣
旨
の

も
と
部
会
員
の
交
流
と
活
動
を

展
開
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
青
年
部
の
主
要

な
メ
ン
バ
ー
が
50
歳
を
機
に
退

部
し
、
近
い
将
来
に
部
会
の
弱

こ
ど
も
文
化
学
科
の
卒
業

生
、
我
如
古
美
沙
稀
さ
ん
で
す
。

本
学
大
学
院
の
第
一
期
卒
業
生

で
あ
る
熊
谷
フ
サ
子
さ
ん
が
、

後
輩
に
袴
づ
く
り
を
教
え
た
い

と
申
し
出
が
あ
り
、
応
募
し
た

の
が
我
如
古
さ
ん
で
し
た
。
当

初
は
ス
ー
ツ
で
式
に
出
席
し
よ

う
と
し
て
い
た
我
如
古
さ
ん
で

し
た
が
、
袴
が
無
料
で
も
ら
え

る
と
聞
き
、
応
募
し
た
そ
う
で

す
。「簡

単
に
考
え
て
挑
戦
し
た

も
の
の
、
ミ
シ
ン
を
使
わ
ず
に

手
縫
い
で
の
製
作
で
、
と
て
も

難
し
か
っ
た
」
と
話
す
我
如
古

さ
ん
。
１
日
３
時
間
指
導
し
て

も
ら
い
、
８
日
間
か
け
て
完
成

さ
せ
ま
し
た
。
卒
業
式
当
日
の

朝
は
、
熊
谷
さ
ん
に
着
つ
け
を

し
て
も
ら
い
、
会
場
に
向
か
い

ま
し
た
。

熊
谷
さ
ん
は

「
我
如
古
さ
ん
は

と
て
も
真
面
目
で
、

誠
実
な
学
生
さ
ん
。

毎
回
時
間
通
り
に

き
ち
ん
と
来
て
、

が
ん
ば
っ
て
い
ま

加
さ
れ
た
諸
先
輩
方
か
ら
は
、

大
学
に
は
、
学
生
寮
が
あ
っ
た

こ
と
。
二
部
（
夜
間
）
が
あ
り
、

仕
事
と
学
業
で
の
ご
苦
労
も
同

窓
会
会
員
な
ら
で
は
の
話
題
を

共
有
で
き
ま
し
た
。

さ
て
２
０
２
１
年
度
も
足

早
に
過
ぎ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

コ
ロ
ナ
に
追
わ
れ
ず
『
日
新
又

日
新
』

活
動
計
画

１
．
前
田
舟
子
先
生
の
琉

球
史
勉
強
会　
全
５
回
（
月
１

回
５・６・９
・
10
・
11
月
）

２
．
同
窓
生
・
金
城
フ
サ

子
琉
舞
研
究
所
指
導　
琉
舞
で

体
を
動
か
す
・
健
康
づ
く
り　

全
２
回
（
日
程
等
調
整
中
）

３
．
同
窓
会
会
長　

棚
原

勝
也
氏　
『
朗
読
会
』（
日
程
等

調
整
中
）

４
．
女
性
部
会
員
交
流
会　

２
回
（
11
月
・
３
月
）

５
．
大
学
に
緑
・
花
を
添

え
た
い
（
案
）　
フ
リ
ー
ジ
ア

球
根
の
植
付
（
来
春
・
花
を
咲

か
せ
た
い
）

６
．
そ
の
ほ
か
新
・
卒
業

生
へ
の
同
窓
会
女
性
部
会
活
動

へ
の
お
誘
い
。

体
を
招
く
可
能
性
を
考
慮
し
、

近
年
は
そ
の
若
返
り
を
テ
ー
マ

に
現
役
学
生
と
の
交
流
観
月
会

等
を
企
画
し
、
現
役
学
生
に
対

し
て
同
窓
会
を
周
知
す
る
活
動

を
し
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
大
人
数

で
の
交
流
会
は
難
し
い
状
況
で

す
。
そ
こ
で
、
一
部
の
会
員
に

よ
り
提
案
の
あ
っ
た
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

会
議
用
ア
プ
リ
に
よ
る
交
流
会

を
検
討
し
ま
し
た
。

第
１
回
目
を
試
験
的
に
運

用
し
、
主
に
部
会
員
に
よ
る
交

流
会
を
、
自
宅
に
居
な
が
ら

各
々
の
携
帯
端
末
を
利
用
し
て

催
し
て
お
り
ま
す
。
以
後
は
機

材
を
整
備
し
、
部
会
員
に
と
ど

ま
ら
ず
参
加
を
希
望
す
る
会
員

援
を
行
な
っ
て
お
り
、
初
年
度

10
名
、
２
年
度
目
16
名
、
３
年

度
目
12
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
支
援
同
志
会
は
ま

だ
ま
だ
体
力
不
足
で
す
。
会
員

数
も
伸
び
悩
み
の
中
で
新
し
い

年
度
に
入
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
と
い
う
状
況
は
昨
年
と
変
わ

り
ま
せ
ん
。
と
い
う
事
は
支
援

を
必
要
と
す
る
学
生
は
ま
だ
ま

だ
居
ま
す
。

少
し
で
も
そ
れ
ら
の
学
生

さ
ん
に
支
援
を
届
け
る
べ
く
有

志
を
増
や
し
、
支
援
の
輪
を
大

き
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
コ
ロ

ナ
の
影
響
が
大
き
く
県
内
企
業

会
長　

熊
谷 

フ
サ
子

会
長　

島
袋 　

格

手
作
り
の
袴
で

卒
業
式

女
性
部
会

沖
縄
大
学
支
援
同
志
会

青
年
部
会
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調
査
員
の
募
集
が
あ
り
、
そ
こ

で
沖
縄
戦
関
連
の
聞
き
取
り
調

査
員
を
始
め
ま
し
た
。
私
は
30

代
か
ら
本
土
の
修
学
旅
行
生
や

教
職
員
・
労
働
組
合
等
を
対
象

に
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
平

和
ガ
イ
ド
を
行
っ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
や
ん
ば
る
の
沖
縄
戦

調
査
は
興
味
あ
る
仕
事
で
し
た
。

そ
の
頃
か
ら
、
大
学
院
同
期
生

や
教
授
か
ら
の
紹
介
で
沖
縄
タ

イ
ム
ス
の
コ
ラ
ム
「
唐
獅
子
」

や
掲
載
用
論
文
を
執
筆
す
る
等

の
仕
事
が
出
始
め
ま
し
た
。

１
年
後
、
名
護
市
史
編
さ

ん
係
の
担
当
者
が
大
学
教
員
に

な
る
こ
と
を
理
由
に
私
に
席
を

譲
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
名

護
市
に
嘱
託
職
員
（
現
会
計
年

度
任
用
職
員
）
と
し
て
働
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
47
歳
の
再

就
職
で
す
。

現
在
の
お
仕
事
は
？

２
０
１
６
年
『
名
護
・
本

編
３ 

名
護
・
や
ん
ば
る
の
沖

縄
戦
』
を
刊
行
、
そ
の
関
連
資

料
と
し
て
三
つ
の
『
資
料
編
』、

二
つ
の
『
証
言
集
』
を
編
さ
ん

し
刊
行
し
ま
し
た
。
そ
の
過
程

で
、
未
解
明
だ
っ
た
沖
縄
戦
時

下
の
御
真
影
（
天
皇
皇
后
の
写

真
）
の
末
路
、
北
部
の
少
年
兵

「
護
郷
隊
」
な
ど
を
調
査
し
論

文
と
し
て
『
証
言
集
』
の
な
か

に
組
み
入
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ

の
論
文
も
反
響
は
大
き
く
『
県

史 

沖
縄
戦
』（
２
０
１
７
年
）

に
、
や
ん
ば
る
に
関
連
す
る
沖

縄
戦
を
４
本
執
筆
で
き
ま
し
た
。

現
在
『
陸
軍
中
野
学
校
と

沖
縄
戦
』（
２
０
１
８
年
）、
共

編
で
『
戦
争
孤
児
た
ち
の
戦
後

史
』（
２
０
２
０
年
）を
発
刊
し
、

今
年
６
月
に
『
沖
縄
戦
の
子
ど

も
た
ち
』（
い
ず
れ
も
吉
川
弘

文
館
）
を
発
刊
し
ま
す
。
名
護

市
史
と
し
て
は
今
年
度
中
に

『
名
護
の
沖
縄
戦 

平
和
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
』（
仮
称
）
を
作
製
し
、

中
学
校
・
高
校
の
全
生
徒
に
配

付
予
定
で
す
。

沖
縄
大
学
へ
の
期
待
と
在

学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

私
は
高
卒
で
す
が
大
学
院

へ
入
学
で
き
ま
し
た
。
１
期
生

と
い
う
こ
と
も
あ
り
教
授
会
で

沖
縄
大
学
大
学
院
入
学
の

き
っ
か
け
は
？

私
は
子
ど
も
３
人
に
恵
ま

れ
、
相
方
と
共
働
き
で
家
庭
を

築
い
て
い
ま
し
た
。
44
歳
の
時
、

沖
縄
大
学
で
大
学
院
が
開
学
さ

れ
る
こ
と
を
新
聞
で
知
り
受
験

し
ま
し
た
。
そ
し
て
不
退
転
の

決
意
で
、
退
職
し
入
学
し
ま
し

た
。
相
方
は
観
念
し
私
を
含
め

家
族
を
３
年
間
支
え
て
く
れ
ま

し
た
。

議
論
に
な
っ
た
こ
と
も
後
で
知

り
ま
し
た
。「
学
び
た
い
」
と

い
う
思
い
を
沖
縄
大
学
だ
け
で

な
く
、
沖
縄
大
学
同
窓
会
が
奨

学
金
30
万
円
と
い
う
形
で
支
え

て
く
れ
た
こ
と
は
感
謝
の
念
に

堪
え
ま
せ
ん
。

伊
江
島
の
反
戦
平
和
資
料

館
「
わ
び
あ
い
の
里
」
に
謝
花

悦
子
さ
ん
と
い
う
方
が
い
ま
す
。

私
は
よ
く
北
部
の
高
校
生
（
約

80
人
）
と
一
緒
に
平
和
学
習
で

訪
ね
る
の
で
す
が
、
謝
花
さ
ん

は
高
校
生
に
向
か
っ
て
「
み
な

さ
ん
は
何
の
た
め
に
勉
強
を
し

て
い
る
の
？
」
と
問
い
か
け
ま

す
。
生
徒
た
ち
は
突
然
の
「
な

ぜ
勉
強
？
」
と
の

問
い
に
目
が
点
に

な
り
、
そ
の
目
に

は
「
良
い
学
校
、

良
い
仕
事
に
就
く

た
め
」
と
い
う
思

い
が
見
え
ま
す
。

そ
の
瞬
間
、
謝
花

さ
ん
は
生
徒
た
ち

に
「
幸
せ
に
な

る
た
め
だ
よ
ね
」、

「
幸
せ
に
な
る
た

め
に
勉
強
し
て
い

る
ん
だ
よ
ね
」
と

語
り
か
け
ま
す
。

い
つ
の
間
に

か
社
会
に
は
、
勉

強
は
「
給
料
が
良

く
安
定
し
た
仕

在
学
中
の
思
い
出
は
？

私
は
文
化
人
類
学
の
故
比

嘉
政
夫
氏
に
民
俗
学
の
ご
指
導

を
受
け
た
く
て
入
学
し
ま
し
た
。

理
由
は
私
の
暮
ら
す
う
る
ま
市

兼
箇
段
の
古
村
落
風
景
を
民
俗

学
で
解
き
明
か
し
た
い
と
考
え

た
か
ら
で
す
。
２
年
間
の
大
学

院
生
活
は
、
沖
縄
本
島
各
村
の

御
嶽
・
グ
ス
ク
と
集
落
の
位
置

関
係
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
す

る
な
か
、
兼
箇
段
村
に
遺
る
慣

習
・
祭
祀
行
事
の
比
較
研
究
等

を
一
年
半
お
こ
な
い
、
修
士
論

文
執
筆
の
た
め
半
年
間
費
や
し

ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
個
性
あ
る
先
生

方
の
講
義
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
は
大
変
興
味
深
く
、
金
城
正

篤
氏
の
琉
球
処
分
論
や
故
新
崎

盛
暉
教
授
、
故
屋
比
久
収
准
教

授
の
沖
縄
現
代
学
、
思
想
学
な

ど
は
大
学
院
修
了
後
も
私
の
学

び
方
の
根
幹
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
私
は
会
社
を
辞
め
た
手
前
、

相
方
に
「
家
事
は
私
が
や
る
」

と
宣
言
し
た
た
め
朝
晩
の
食
事

づ
く
り
、
洗
濯
・
掃
除
や
子
ど

も
の
学
校
行
事
へ
の
参
加
な
ど
、

毎
日
が
フ
ル
活
動
で
充
実
し
た

日
々
を
送
り
ま
し
た
。

大
学
卒
業
後
の
進
路
は
？

46
歳
で
大
学
院
を
修
了
し

た
あ
と
、
名
護
市
教
育
委
員
会

の
市
史
編
さ
ん
係
で
聞
き
取
り

事
に
就
く
た
め
」「
良
い
仕
事
、

即
ち
お
金
が
あ
れ
ば
幸
せ
に
な

れ
る
」
と
い
う
錯
覚
し
た
構
造

が
で
き
上
が
っ
て
い
る
気
が
し

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
お
金
は
幸
せ

に
な
る
た
め
の
重
要
な
要
素
で

す
。
し
か
し
、
お
金
が
あ
っ
て

も
幸
せ
に
な
れ
な
い
人
も
多
く

い
ま
す
。
謝
花
さ
ん
は
「
だ
か

ら
こ
そ
幸
せ
を
求
め
て
勉
強
す

る
」
と
言
葉
を
継
ぎ
ま
す
。

私
自
身
、
学
ぶ
こ
と
は
生

涯
続
け
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
幸
せ
に
な
り
た
い
か

ら
で
す
。
今
年
61
歳
、
次
年
度

ど
ん
な
仕
事
を
や
ろ
う
か
思
案

中
で
す
。

活
躍
す
る

同
窓
生

人
物
シ
リ
ー
ズ

活
躍
す
る

同
窓
生
18

沖
縄
大
学
大
学
院

第
一
期
卒
業

名
護
市
教
育
委
員
会
文
化
課

市
史
編
さ
ん
係
・

会
計
年
度
任
用
職
員

川
満 

彰 

さ
ん

中央車いす 謝名悦子さんと高校生 （左端著者）

護郷隊について説明する著者 名護小学校にて
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年
12
月
、
那
覇
市
の
与
儀
公
園

で
沖
縄
県
労
働
組
合
協
議
会
、

沖
縄
県
教
職
組
合
と
沖
縄
大
学

の
３
者
共
催
に
よ
る
「
沖
縄
大

学
の
存
続
を
勝
ち
取
る
県
民
総

決
起
大
会
」
が
開
催
さ
れ
た
こ

と
で
あ
る
。

同
期
の
諸
見
里
安
次
氏
は

光
恵
氏
に
つ
い
て
、
「
酒
席
で

は
、
政
治
・
経
済
談
議
が
好
き

で
酒
豪
で
あ
っ
た
。
当
時
は
め

ず
ら
し
く
大
学
２
年
の
時
に
は

オ
ー
ト
バ
イ
で
ソ
ビ
エ
ト
連
邦

を
冒
険
旅
行
す
る
な
ど
進
取
気

鋭
の
人
物
だ
っ
た
」
と
述
懐
し

て
い
る
。

氏
は
大
城
翔
の
ペ
ン
ネ
ー

ム
で
『
天
皇
が
沖
縄
に
来
る
日

―
天
皇
は
果
た
し
て
沖
縄
の
土

を
踏
め
る
か
―
』
（
１
９
８
４

年
２
月
、
月
刊
沖
縄
社
）
の
著

書
が
あ
る
。
沖
縄
大
学
の
存
続

を
語
る
と
き
、
そ
の
存
在
は
欠

か
せ
な
い
。

に
対
し
教
職
員
及
び
学
生
の
対

立
で
67
年
秋
に
は
つ
い
に
学
生

に
よ
る
バ
リ
ケ
ー
ド
封
鎖
の
全

学
ス
ト
ラ
イ
キ
を
経
て
教
授
会
、

事
務
職
員
、
学
生
の
三
者
共
闘

の
全
学
協
議
会
に
よ
る
二
年
余

に
わ
た
る
自
主
管
理
闘
争
の
末
、

70
年
2
月
に
民
主
化
闘
争
は
決

着
を
見
た
。

こ
の
バ
リ
ス
ト
か
ら
自
主

管
理
闘
争
の
過
程
で
デ
モ
や
夏

休
み
の
短
縮
等
で
全
て
の
学
友

に
不
自
由
や
不
都
合
が
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
が
、
多
く
の
学
友

が
後
々
に
「
充
実
し
貴
重
な
体

験
を
し
た
」
と
語
っ
て
い
て
有

り
難
い
思
い
で
あ
る
。

私
大
の
統
合
反
対
と
沖
大
の
存
続

72
年
の
沖
縄
返
還
が
決
ま

る
と
、
日
本
政
府
は
沖
縄
を
制

度
的
一
体
化
に
強
引
に
組
み
込

ん
で
い
っ
た
。

私
学
の
設
置
基
準
の
達
成

率
を
盾
に
沖
縄
大
学
と
国
際
大

学
に
十
数
億
円
を
ち
ら
つ
か
せ

な
が
ら
統
合
し
て
新
設
の
大
学

を
設
置
す
る
こ
と
を
画
策
し
始

め
た
。
当
時
の
国
際
大
学
は
ほ

ぼ
無
条
件
で
統
合
を
受
け
入
れ

た
。
し
か
し
沖
縄
大
学
教
授
会

は
揺
れ
動
き
最
終
的
に
学
生
や

事
務
職
員
を
含
め
た
全
学
的
合

意
が
得
ら
れ
な
い
と
し
て
反
対

す
る
事
に
な
る
。

統
合
に
反
対
し
て
沖
大
は

72
年
１
月
に
学
部
学
科
を
縮
小

し
た
う
え
で
、
自
主
独
立
の
自

由
で
民
主
的
な
学
風
を
追
求
し

て
存
続
さ
せ
る
こ
と
を
決
定
す

る
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
当
時

の
同
窓
会
長
は
統
合
に
前
の
め

り
で
、
72
年
５
月
の
臨
時
同
窓

会
総
会
で
不
信
任
動
議
が
可
決

さ
れ
、
大
城
光
恵
さ
ん
＝
下
記

コ
ラ
ム
＝
が
新
会
長
に
選
出
さ

れ
た
。
同
窓
会
の
歴
史
で
初
め

て
の
出
来
事
で
あ
る
。

沖
縄
は
来
年
、
本
土
に
復

帰
し
て
50
年
を
迎
え
ま
す
。
今

号
で
は
復
帰
の
年
に
学
生
時
代

を
送
っ
た
島
袋
正
治
同
窓
会
顧

問
（
第
11
代
同
窓
会
会
長
）
に

当
時
の
大
学
の
様
子
を
寄
稿
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
年
は
復
帰
50
年
、
米
軍

の
沖
縄
占
領
か
ら
77
年
を
迎
え

る
。
早
い
も
の
で
私
の
年
齢
も

77
歳
に
な
る
。

１
９
６
４
年
に
沖
縄
大
学

に
入
学
す
る
と
私
た
ち
は
い
き

な
り
復
帰
運
動
の
洗
礼
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
た
。

４
・
28
の
学
内
集
会
と
与

儀
公
園
で
の
県
民
大
会
と
国
際

通
り
で
の
デ
モ
行
進
で
あ
る
。

18
歳
の
少
年
に
と
っ
て
は

大
城
光
恵
氏
は
民
謡
「
二
見

情
話
」
で
知
ら
れ
る
旧
久
志
村

大
浦
の
育
ち
。
高
校
時
代
は
名

護
で
過
ご
し
た
。
大
学
入
学
後

は
新
聞
部
に
籍
を
置
き
、
学
園

民
主
化
闘
争
に
も
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
同
氏
を
会
長
に
、

沖
縄
大
学
存
続
の
署
名
活
動
を

全
県
的
に
展
開
す
る
と
と
も
に
、

沖
縄
県
マ
ス
コ
ミ
労
協
議
長
と

し
て
、
ま
た
沖
縄
県
労
働
組
合

協
議
会
の
主
要
な
地
位
に
あ
っ

て
沖
縄
大
学
の
存
続
闘
争
を
果

敢
に
リ
ー
ド
し
た
。

な
か
で
も
県
労
協
を
通
し

て
当
時
、
日
本
最
大
の
労
働
組

合
で
あ
っ
た
総
評
の
拡
大
評
議

員
会
に
お
い
て
、
「
沖
縄
大
学

の
存
続
支
援
決
議
が
採
択
」
さ

れ
た
功
績
は
大
城
氏
の
力
量
に

よ
る
。

沖
縄
大
学
の
存
続
闘
争
の

大
き
な
う
ね
り
は
、
１
９
７
２

刺
激
的
な
出
来
事
で
米
国
の
沖

縄
統
治
や
米
軍
の
圧
政
に
心
を

痛
め
て
い
た
者
に
と
っ
て
は
少

し
大
人
に
な
っ
た
気
分
に
な
っ

た
。
以
後
毎
年
迎
え
る
復
帰
行

動
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

印
象
に
深
か
っ
た
の
は
、

64
年
に
は
「
日
の
丸
」
を
揚
げ

て
い
た
学
内
集
会
に
翌
年
か
ら

は
見
な
く
な
っ
た
。
復
帰
運
動

が
深
化
し
そ
の
あ
り
方
を
問
う

議
論
が
指
導
部
内
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
。

69
年
11
月
の
佐
藤
首
相
と

ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
の
首
脳
会
議

で
、
72
年
に
施
政
権
を
日
本
に

返
還
す
る
事
が
決
ま
り
返
還
政

策
が
具
体
化
す
る
に
つ
れ
、
私

た
ち
の
望
ま
な
い
内
容
が
明
ら

か
に
な
っ
て
き
て
県
内
の
不
満

や
反
対
が
噴
出
し
た
。

最
近
で
も
基
地
の
整
理
縮

小
、
普
天
間
の
危
険
性
の
除
去

と
い
い
つ
つ
ヤ
ン
バ
ル
の
自
然

を
破
壊
し
て
ヘ
リ
パ
ッ
ト
群
を

つ
く
り
、
辺
野
古
に
海
を
埋
め

立
て
強
大
な
軍
事
基
地
の
建
設

を
強
引
に
進
め
て
い
る
。
こ
れ

で
は
子
孫
に
負
の
遺
産
を
遺
す

よ
う
な
も
の
だ
。

沖
縄
大
学
の
「
民
主
化
」
の
こ
と

私
が
入
学
す
る
前
か
ら
、

沖
大
で
は
断
続
的
に
い
わ
ゆ

る
「
民
主
化
闘
争
」
つ
ま
り
大

学
運
営
に
つ
い
て
主
に
理
事
長

復
帰
50
年
・
動
乱
の
時
代島袋正治

　
会
報
第
32
号
を
お
届
け
し
ま
す
（
年
2
回
発
行
）。
ご
寄
稿
者
、

編
集
に
関
わ
っ
た
皆
さ
ん
へ
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。「
活
躍
す
る

同
窓
生
」「
文
芸
」
欄
へ
の
ご
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

同
窓
会
広
報
委
員
会
委
員
長

小
川
勇
作

１
９
７
０
年
法
経
商
学
部

第
１
部
経
済
学
科
卒

自治会長時代の著者

大学統合に反対してデモ行進する学生ら

顧
問
　
金
城 

正
弘

大
城
光
恵
氏
の
こ
と

大
城
光
恵
氏
の
こ
と


